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ÅWinshell （MacはTexmaker とか？） 

Åテンプレ 

ïWiki にアップ済 

ï.tex ファイルと，Slant.sty というファイル（日本語
フォント表示用）があることを確認する 

 

※細かいタグとかはネット参照 

 
※winshell の設定で主なTeXプログラムの設定でPDFLaTeXのexeファイル名をdvipdfmx.exe ，コマンドラインを
“%s.dvi ”にかえておく 
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Å.tex 同士を関連付けるためにプロジェクトを作成． 

ïもしやらないと・・・？ 

ÅMainファイル以外のプレビュー時に形式が崩壊 

①プロジェクト→新規プロジェクトで作成 
②プロジェクトウィンドウで右クリック 
③追加 
④主となるTex文書にmain ファイルを選択 
⑤追加で残りのファイルも追加 
⑥保存 
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Åプレビューを見る 

ïプロジェクトをアクティブに（太字になる）→実行→DVI 閲覧 

ï図表番号がずれている場合は何かを変更，保存して再び一度実行 

ïこの際色々なファイルが生成されるが無視 

ï失敗しても以前作成したDVI を表示するため気づかないことも 

ï一度dvi ファイルを消してリトライ 

ÅPDFファイルを作成 

ï実行→PDFLatex  

 



5/18 

Åテンプレ通りに書けば論文形式で出力できる． 

Ẕ目次 
Ẕ図の目次 
Ẕ表の目次 

Ẕ新しくtex ファイルを追加したら 
  ¥include{ ファイル名} を追加 

Ẕ参考文献 
Ẕ謝辞 

Ẕコメントアウトは％をつける 
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Åエディタにただ打ち込むだけで綺麗に整形される． 

Å改行 
ïエディタ上で１行開けると出力結果では改行され，インデン

トされる 

ï何行空けても改行は一回．強制改行は¥¥などを用いる． 

 

 

 

 

 

 

Å{ ¥bf  文字列} で太文字になる 
ïタグの後ろにはスペースを開ける 

Ẕ１行空けない 

Ẕ１行空けた 
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Å基本的に，¥ + タグ + { 要素} という形式 

Å¥chapter{} ：章タイトル 

Å¥section{} ：節タイトル 

Å¥subsection{} ：項タイトル 

Å¥subsubsection {} ：目タイトル 
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Å¥label{ ラベル名} ：ラベル．どこにでもつけられる． 

Å¥ref{ ラベル名} ：引用．例えば章にラベルをつけると章番
号，図だと図番号を引用できる 

Å¥ci{ ラベル名} ：Mainファイルで定義したコマンド．参考
文献（後述）の番号を取得する． 

 

Ẕこの図番号を参照 

Ẕこのラベルで 
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Å¥begin{figure} ～¥end{figure} で囲み設定する 

ï¥centering ：図を左右中央に揃える 

ïWidth で幅指定，その後ディレクトリ指定 

ï¥caption ：図のタイトル．引用を含めることも可能． 

ï¥[ hbtp ]  

Åhere,bottom,top,page (単独ページ)．図をページの何処に自
動配置するかの優先順位を指定（基本はtを一番左にする） 

 

 

 

 

※eps形式以外は普通には使えない．JPEGなどは
拡大したら劣化してしまうなど問題も多い 
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Å横に並べる場合はminipage とtabular を用いる 

Ẕ[ H] ：[ htbp ] と一緒だが，強制的に指定．非推奨． 

Ẕ{cc} ：中央揃え（c）を要素数分かく 
        lだと左揃え，rだと右揃え 

Ẕ各図のwidth を縮小する比率 
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Å$数式$は文中に式を挿入． ¥[ 数式] ¥は改行して挿入． 

Å¥begin{equation} ～¥end{equation} を用いると式に番
号をつけて独立に書ける 

 

 

 

 

 

 

 
 

ẕギリシャ文字や数学記号など 
 は専用のタグが存在 
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Å¥nonumber を使うと式番号が付かなくなる． 

Åeqnarray を用いると複数行に渡る式を書くことも出来る 

Ẕ&と¥¥を用いる．＆は縦に揃える場所． 
 ¥¥は行の終わりを表す． 
 記号の前後には空白を忘れない． 
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ÅフリーソフトTeXaide を使う 

ï直感的に数式を入力でき，コピペするだけでtex 形式の
数式に．仕上げとしてequation で挟んであげれば終了 

Ẕ適当に式を入力．記号は上
のタブから入力可能 

Ẕコピペ後． 
前半は要らない 
（前半をtexaide に 
コピると式が出る） 

Ẕ¥[ 内容¥] を¥begin{equation} 内容¥end{equation} にしておく 
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ÅTable ，tabular を用いる 

ï式と同様，＆，¥¥の入力に気をつける 

Ẕ列要素の数だけl,c,r どれかを書く 

Ẕ横線を引く 



15/18 

ÅThebibliography タグを利用 

ï¥bibitem { ラベル}  論文内容の順で書く． 

ï右上の{9}( 文献が9個以下)or{99} （それ以上）に注意 

ï文献番号が¥ci{ ラベル} で呼び出せる 
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Åコンパイルに失敗したらエラーを確認 

ï例：slant.sty がない場合（左図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ï例：タグのカッコが閉じていない場合（右図） 
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Åイラレの場合 

ï新しいドキュメントにパ
ワポの図や写真をペース
トし，eps形式で保存． 

 

ïPicture フォルダとか作っ
てまとめて入れると良い 

 

 

 

 
※パワポの図に効果（影とか）があるとepsの
大きさが激増（数百MB）するので使わない 
 



18/18 

Å TexWiki （奥村先生） 
ï 日本のtex 解説の中心．本も出されている 

ï http://oku.edu.mie -u.ac.jp/~okumura/texwiki /  

Å 長岡技術大学 小林研wiki  
ï 使えるtex 系ツールなどの解説（mac の導入も） 

ï http :// c.nagaokaut.ac.jp/index.php?TeX%A4%F2%CA%D8%CD%F8%A4%
CB%BB%C8%A4%A6%A5%C4%A1%BC%A5%EB%CE%E0#le26dada  

Å LaTexコマンドシート一覧 
ï サンプルが豊富 

ï http://www002.upp.so -net.ne.jp/latex /  

Å 秋田工業高専 山本研 
ï 今回はこちらのサンプルを利用 

ï http://akita -nct.jp/yamamoto/comp/latex/make_doc/make_doc.html  

 

Å 他にも多数あるので用途に応じて検索する 


